


A.研究目的 

肥満小児の長期予後は全死亡、冠動脈疾患などにおいて悪い。この原因として高曲玉、高

脂血症、耐糖能異常などの危険因子が、肥満児においては小児期より存在することと関係

があるとされる。成人においてはこのような肥満に伴う代謝異常に自律神経機能の介在が

し示瞬ているが、小児において、肥満と自律神経機能との関連を調査した研究は少ない。

そこで今回我々は、健康小児(小学 3 年生)において心拍変動解析を用いた自律神経機能評

価を行った。 


